
残念ながら安倍政権は、議席数を背景とした強引かつ不条理な議会運営を行
い、必要な資料を開示せず、時には資料を改竄・隠ぺいし、聞かれた問いに正
面から答えないという暴挙を繰り返しています。また、参議院規則に基づいて
要求された参議院予算委員会審議に応じなかったことに代表されるように、十
分な実質論議の場を設けることすら逃げ回ってきました。 

こうした実態に対抗し充実した国会論戦を実現して、行政監視という野党と
しての役割を果たすとともに、安倍政権に代わる政策を的確に示すことで、政
権の選択肢としての期待と信頼を高めるには、「数の力」を背景とした与党に
対抗しうる強力な構えが必要であることを認識するに至りました。 
 

こうした認識に基づき、本年 5 月 29 日の「立憲野党４党１会派の政策に対
する市⺠連合の要望書」に記された 13 項目にわたる政策要望を踏まえるとと
もに、立憲⺠主党の政策、すなわち、立憲主義の回復など憲法に関する考え方、
いわゆる原発ゼロ法案等のエネルギー関連政策、および、選択的夫婦別氏制度
や同性当事者間による婚姻を可能とする一連の⺠法一部改正法案等の多様性
関連政策などにご理解ご協力いただき、院内会派「立憲⺠主党・無所属フォー
ラム」に加わって、衆議院でともに戦っていただきたく、ここにお呼びかけさ
ていただきます。 
 

これに賛同いただくことで、数の上でも、論戦力の上でも、より強力な野党
第一会派を作り、充実した国会論戦を実現して、政権交代へと向かっていきた
いと決意しています。 

次の臨時国会には、体制を整えた上で十分な準備をして臨む必要があること
から、８月中旬を目処にご意向を伺いたいと思います。 

よろしくご検討いただきますよう、お願いいたします。 
 
令和元年８月５日 

立憲⺠主党代表 枝 野 幸 男 
 


